
第５学年 算数科学習指導案

日 時 平成 年 月 日（金）５校時16 10 29
児 童 ５年１組 男 名 女 名 計 名24 15 39

（ ）指導者 小田 憲司 大森山コース ：５年１組

（ ）倉本 恵 津軽石川コース ：視聴覚室

１ 単元名 小数のかけ算とわり算（２）

２ 単元について

（１）教材について

二つの数 ，ｂの積ａ×ｂを作ることをかけ算という。すなわちａ×ｂ＝□で，□に当てはまるa
。 ， ， 。 ， ，数を求めることである このとき ａをかけられる数 ｂをかける数という また □×ａ＝ｂや

ａ×□＝ｂで，□にあてはまる数を求めることをわり算という。このとき，□を求めるには，ｂ÷

ａで表され，ｂをわられる数，ａをわる数という。

かけ算とわり算は，互いに逆の演算であるという関係にある。例えばａ×ｂ＝ｃならば，ｃ÷ｂ

＝ａまたはｃ÷ａ＝ｂが成り立つ。整数のみならず，数が小数や分数に拡張されてもその関係は変

わることがない。

児童は，これまでに，小数×整数，小数÷整数の学習をしてきている。その中で，０．１をもと

にして小数を整数化して考えれば，整数と同じように計算できることを学んできている。本単元で

は 「×小数 「÷小数」と乗法，除法の意味を拡張した場合の計算方法を理解させることがねらい， 」

となる。この学習を通して，小数の乗法，除法であっても，既習の整数の計算に帰着して考えれば

答えが出せることを学習する。

整数の計算に帰着した考え方は，第６学年の第５単元「分数のかけ算とわり算」の問題解決にも

生かされていくこととなり，非常に重要な考え方となる。

（２）児童について

単元に入る前に「小数のかけ算とわり算（２ 」に関わる内容における児童の実態を把握するた）

め，レディネステストを実施した。レディネステストの問題のねらいと正答率は次の通りである。

内 容 正答率

・計算のきまりを活用して，小数×整数や何百何十÷何十の計算のしかたを考えるこ ４０％

とができるか （未習問題）。

・小数×整数の計算ができるか。 ９０％

・小数÷整数の計算ができるか。 ９５％

・被乗数が小数の場合のかけ算の問題を解決することができるか。 ９５％

・被除数が小数の場合のわり算の問題を解決することができるか。 ７４％

・小数×小数，小数÷小数の計算ができるか （未習問題） ９％。

既習問題の正答率を見てみると，小数×整数，小数÷整数の計算では，定着が図られているとい

える。また，小数×整数の文章問題についても同様の結果であることがいえる。しかしながら，小

数÷整数の文章問題では，除法での立式ではなく，乗法での立式のミスが目立った。数量関係図の

定着が不十分なため，根拠なく漠然と立式する傾向があると考えられる。



（３）指導について

本単元の学習では，①「０．１を単位にする ，②「わり算の性質を利用する」ことにより，既」

習の整数の計算の仕方ができることを問題解決の柱とする。①「０．１を単位にする」考え方は，

前単元の「小数のかけ算とわり算（１ 」で主に使った大切な考え方である。しかし，②「わり算）

の性質を利用する」考え方から，小数同士の乗法・除法の筆算が導かれるため，本単元の問題解決

では①の考えを大事にしながらも，②の考え方をより大切に扱っていきたい。この「わり算の性質

を利用する」ことは，第６学年「分数のかけ算とわり算」でも使う大事な考え方となるので。その

考え方を小数のみならず，分数にも適用できるよう比較・検討で扱っていき知識の体系化を十分に

図る必要がある。

学習形態については，発表のしやすさを重視し，習熟が不十分な児童のケアを前提とするきめ細

かな指導を展開していくため，単元を通じて等質の少人数で指導していく。また，レディネステス

トの結果より習熟が不十分と思われる児童に対しては，問題を半具体物で提示して自力解決のヒン

トを与えながら指導していきたい。

３ 単元の目標

○乗数が小数の場合の乗法や，除数が小数の場合の除法の意味とその計算のしかたについて理解し，

それを用いる能力を伸ばす。また，計算法則は小数の場合でも成り立つことを理解する。

【関心・意欲・態度】 ・乗数や除数が小数の場合でも，既習の整数の計算の数量関係などをもとにし

て，乗法や除法の式に表そうとする。

【数学的な考え方】 ・整数の乗法，除法計算と関連づけて，乗数が小数の乗法，除数が小数の除法

の計算の仕方を考える。

【表 現 ・ 処 理】 ・乗数が小数の乗法，除数が小数の除法の計算をすることができる。

【知 識 ・ 理 解】 ・乗数が小数の乗法，除数が小数の除法の意味やその計算のしかたを理解す

る。

４ 指導計画（２０時間扱い）

小単元 時 目 標 おもな評価規準

①小数のかけ １ ・小数をかけることの意味と，整数×小 考 既習の整数×整数，小数×整数などに

算 ・ 数（１／１０の位まで）の計算のしか 関連づけて，整数×小数（１／１０の位

２ たを理解する。 まで）の計算のしかたを考えている。

，・１／１０の位までの小数どうしをかけ 考 整数の乗法の筆算のしかたに帰着して

３ る筆算のしかたを理解し，その計算が １／１０の位までの小数どうしをかける

できる。 筆算のしかたを考えている。

・１／１０の位までの小数どうしを 表 １／１０の位までの小数どうしをかけ

４ かける計算（末尾の０を処理した る計算（末尾の０を処理したり，０を補

り，０を補う場合）ができる。 う場合）ができる。

，・純小数をかけると，積は被乗数より小 考 数直線上の乗数の大きさと関連づけて

５ さくなることを理解する。 被乗数路積の大小関係について考えてい

る。

・長方形の辺の長さが小数の場合も面積 知 長方形の辺の長さが小数の場合

６ 公式が適用できることを理解する。 も，面積公式を適用して面積を求

められることを理解している。

・小数の場合でも交換，結合，分配法則 知 小数の場合でも，交換，結合，分配法



７ が成り立つことを理解する。 則が成り立つことを理解している。

・学習内容に習熟する。 関 電卓を用いて乗法の計算をしようとし

８ ・学習内容の理解を深め，算数への興味 ている。

を広げる。 表 乗法が小数の乗法計算ができる。

②小数のわり １ ・小数でわることの意味と，整数÷小数 考 既習の整数÷整数，小数÷整数に関連

， （ ）算 ・ （１／１０の位まで）の計算のしかた づけて 整数÷小数 １／１０の位まで

２ を理解する。 の計算のしかたを考えている。

知 小数でわることの意味を理解している。

，３ ・１／１０の位までの小数どうしの除法 考 整数の除法の筆算のしかたに帰着して

の，計算のしかたを理解し，その計算 １／１０の位までの小数どうしの除法の（

本 ができる。 筆算のしかたを考えている。

時

）

４ ・１／１０の位までの小数どうしの除法 考 １／１０の位までの小数どうしの

の計算（商が純小数や被除数に０を補 除法の計算（商が純小数や，被乗

う場合）ができる。 数に０を補う場合）ができる。

５ ・純小数でわると，商は被乗数より大き 考 数直線上で除数の大きさと関連づけて，

くなることを理解する。 被乗数と商の大小関係を考えている。

６ ・小数の除法におけるあまりの位取りに 考 あまりの小数点の位置を被除数と関連

ついて理解する。 させて考えている。

７ ・小数の除法の答えを概数で表すと 表 小数の除法の答えを必要に応じて概数

きの処理のしかたを理解する。 で表すことができる。

。８ ・学習内容に習熟する。 表 除数が小数の除法計算ができる

③小数のかけ １ ・比較量，基準量が小数のときも，倍は 表 比較量，基準量が小数の場合でも，何

算・わり算 除法で求められることを理解する。 倍かを除法で求めることができる。

２ ・倍を表す数が小数のときも，比較量は 考 倍を表す数が小数の場合でも，小数倍

基準量×何倍で求められることを理解 にあたる大きさを求めるには，整数の場

する。 合をもとに発展的に考えている。

３ ・倍を表す数が小数のときも，基準量は 考 倍が小数の場合でも，基準量を求める

比較量÷倍で求められることを理解す には整数の場合をもとに発展的に考えて

る。 いる。

まとめ １ ・学習内容の理解を確認する。 関 電卓を用いて除法の計算をしようとし

・学習内容の理解を深め，算数への興味 ている。

を広げる。



５ 本時の指導

（１）ねらい

○１／ の位までの小数どうしの除法の，筆算のしかたを理解し，その計算ができる。10
【数学的な考え方】整数の除法の筆算のしかたに帰着して，１／１０の位までの小数どうしの除

法の筆算のしかたを考えている。

（２）具体の評価規準

十分満足できると判断できる視点 おおむね満足できると判断できる視点 努力を要する児童への対応・手立て視点等

Ａ Ｂ Ｃ観点

数学的な考え方 整数の除法の筆算のしか 整数の除法の筆算のしか 前時の学習を想起させ，

たに帰着して，１／ の位 たに帰着して，１／ の位 整数の計算の直すには被除10 10
までの小数どうしをかける までの小数どうしをかける 数や除数をそれぞれ何倍に

筆算のしかたを考え，説明 筆算のしかたを考えている すればよいか考えさせる。。

できる。

（３）展開 【大森山コース】 【津軽石川コース】

留意点（・） 評価（◇）

段 Ａ Ａの具体の評価
学習活動・学習内容

階 Ｂ おおむね満足できる児童への支援

Ｃ 努力を要する児童への支援

つ １ 問題をとらえる。

か

む

・求答事項・既知事項にアンダーラインを引

かせ，問題解決に必要な要素を抽出する。

・半具体物を提示して問題の意味をしっかり

○求めること，分かっていることを確かめる。 とらえられるようにする。

・数量関係図に当てはめ，２つの問題を構造

的にとらえさせる。

・どちらも小数÷小数であることに着目させ

○数量関係図に当てはめて立式する。 たい。

・２つとも小数÷小数の計算であることから

○２つの式の共通点を考える。 学習課題を設定していく。

２ 課題をとらえる。

３ 見通しをもつ。

○①の答えの見積もりをする。10

①６．５ｍの重さが７．８㎏の鉄の
ぼうがあります。
この鉄のぼう１ｍの重さは何㎏で

すか。

②４．２㎡の重さが１０．５㎏の鉄
の板があります。
この鉄の板１㎡の重さの重さは何

㎏ですか。

小数÷小数の計算の仕方を考えよう。



分 ○解決方法を確認する。 ・前時までの解決方法を想起させる。

チ ４ 自力解決する。

ャ ○小数÷小数の筆算の仕方を考える。 ◇整数の除法の筆算のしかたに帰着して，１

レ ／１０の位までの小数どうしの除法の筆算

ン の仕方を考えている。

ジ Ａ 整数の除法の筆算のしかたに帰着して，

１／ の位までの小数どうしをかける10
筆算のしかたを考え，説明できる。

Ｂ 整数の除法の筆算のしかたに帰着して，

１／ の位までの小数どうしをかける10
筆算のしかたを考えている。

Ｃ 前時の学習を想起させ，整数の計算の直

すには被除数や除数をそれぞれ何倍にす

ればよいか考えさせる。

７ ・早く終わった児童にはどちらの方法でもや

分 るように指示を出す。

ス ５ 考えを発表する。

テ ○問題の解決方法を発表し，話し合う。 ・筆算について答えは出せているものの理解

ッ が不十分な児童が多いと考えられる。アの

プ わり算の性質が筆算の処理に生かされてい

ア ることをしっかりとらえさせたい。

ッ ６ まとめる。

プ ○筆算の仕方をまとめる。 ・アのわり算の性質を利用することが大事で

あることをふまえつつ，簡単に答えを出せ

ることから筆算の仕方をまとめとする。

・②は教師と一緒に解いていく。

13
分

ス ７ 習熟を図る。

テ ・わる数の小数点を最初に移すよう気をつけ

ッ ① ） ② ） ③ ） させたい。7.3 58.4 3.6 14.4 2.8 23.8
プ ・正確な手順でできているか机間指導して確

ア 認する。

・正確に処理できるよう１つ１つ手順を確認

ッ しながら答え合わせをする。

プ ８ 比較・検討をする。

○整数÷整数との相違点，類似点を確認する。 ・整数÷整数との類似点より，わる数やわら

・ ÷ れる数に同じ数をかけても同じ数でわって9.84 3.28
も商は変わらないという性質を利用して考

えることが大事な考え方であることを確認10
分 し，知識の体系化を図る。

１．２ ①わる数の小数点をうつして整数に直す。

６．５）７．８ ②わられる数の小数点もわる数の小数点を

６ ５ うつした数だけ右にうつす。

１ ３ ０ ③整数と同じように計算し，商の小数点は，

１ ３ ０ わられる数の右にうつした小数点にそろえ

０ てうつ。

ア わられる数，わる数に同じ数をかける

７．８ ÷ ６．５ ＝ １．２

10 10↓× ↓×

７８ ÷ ６５ ＝ １．２

イ 筆算 １．２

６．５）７．８

６ ５

１ ３ ０

１ ３ ０

０



ふ ９ 本時の学習をふりかえる。

り ○ふりかえりをまとめる。 ・本時の学習で分かったこと，これからどん

か な学習をしていきたいかを記述させ，これ

え からの学習への意欲化を図る。

る

５

分

６ 板書計画

1.2学習課題 まとめ小数÷小数の計算の仕方を考えよう。

） ①わる数の小数点を移して6.5 7.8
整数に直す。6 5

②わられる数の小数点を1 3 0
移した数だけ右に移す1 3 0

③整数と同じように計算し0
商の小数点はわられる数

（１ ｍ） （６．５ｍ） （１ ㎡） （４．２㎡） の右に移した小数点にそ

↓ ↑ ↓ ↑ ろえてうつ。

（□ ㎏） （７．８㎏） （□ ㎏） （ ㎏）10.5
7.8 1.2 10.5 4.2 2.5式 ÷６．５＝ 式 ÷ ＝

答え ㎏ 答え ㎏1.2 2.5

4.2 10.5 7.3 58.4 3.6 14.4 2.8 23.8） ① ) ② ) ③ )

① ｍの重さが ㎏の6.5 7.8
鉄のぼうがあります。

この鉄のぼう１ｍの重さは

何㎏ですか。

② ㎡の重さが ㎏4.2 10.5
の鉄の板があります。

この鉄の板１㎡の重さ

は何㎡ですか。

児童の発表 児童の発表



（３）展開

学習内容と主な発問 予想される反応 指導上の留意点段階

場 １ 問題を把握する。

の

構

成

・何を求める問題ですか。 ・①は ｍの重さが ㎏の ・求答事項・既知事項にアンダーラ6.5 7.8
鉄の棒があることが分かっ インを引かせ，問題の要素を抽出

ていて，鉄の棒１ｍの重さ する。

は何㎏かを求める問題です ・数直線図を提示して。

2.8 23.8・②は ℓのガソリンで

㎞走る車があることが分か

っていて，この車が１ ℓのガ

ソリンで何㎞走るかを求め

る問題です。

・数量関係図を使って式を

立てましょう。

・①１つ分の量を求めるには

いくつ分の量÷いくつ分を

7.8すればいいので，式は

÷ になります。6.5
・②１つ分の量を求めるには

いくつ分の量÷いくつ分を

23.8すればいいので，式は

÷ です。2.8
・２つの式の似ていること ・どちらも小数÷整数です。

は何ですか。

２ 学習課題を設定する。

。・学習課題を立てましょう

。３ 課題解決の見通しをもつ

試 ・①の答えはいくつぐらい ・わられる数を８と見てわる ◇整数の除法の筆算のしかたに帰着

案 になりそうですか。 数を７と見ると８÷７で１ して，１／１０の位までの小数ど

の ぐらい。 うしの除法の筆算の仕方を考えて

定 ・どのようにして答えを出 ・わる数，わられる数の小数 いる。

立 しますか。 に をかけて整数に直して10
わり算をします。

15
分

想 ４ 自力解決する。

像 ・昨日のやり方で答えが出 Ａ整数の除法の筆算のしかたに帰着

思 せますね。では，今日は して，１／ の位までの小数どう10
考 筆算で答えの出し方を考 しをかける筆算のしかたを考え，

の えて見ましょう。 １．２ 説明できる （学習シート・発表）。

過 ６．５）７．８ Ｂ整数の除法の筆算のしかたに帰着

程 ６ ５ して，１／ の位までの小数どう10

① ｍの重さが ㎏の鉄のぼうが6.5 7.8
あります。

この 鉄 の ぼ う１ ｍ の 重 さは 何 ㎏で

すか。

② ℓのガ ソリンで ㎞走る車が2.8 23.8
あります。

この車は１ ℓのガソリンで何㎞走り

ますか。

小数÷小数の筆算の仕方を考えよう。

①（１ｍ）( ｍ）6.5
↓ ↑

（□㎏）( ㎏）7.8

②（１ ℓ） ( ℓ ）2.8
↓ ↑

（ ） ）□㎞ ( ㎞23.8

7.8 6.5÷

10 10↓× ↓×

78 65 1.2÷ ＝



１ ３ ０ しをかける筆算のしかたを考えて

１ ３ ０ いる （学習シート）。

０ Ｃ前時の学習を想起させ，整数の計

５ 発表する。 ・わる数，わられる数に を 算の直すには被除数や除数をそれ10
かけて整数に直して計算す ぞれ何倍にすればよいか考えさせ

る。 る （学習シート）。

６ まとめる。

・②の問題を筆算で一緒に

やってみましょう。

・ ÷ の式でまとめて7.8 6.5
みます。

1 5
分

定 ７ 習熟を図る。

着

4.2 10.5 7.3 58.4 3.6 14.4７ ① ） ② ） ③ ）

分

比 ８ 比較・検討をする。

較 ・小数×小数との違いは何 ・かけ算，わり算が違う。

・ ですか。

検 ・小数×小数と似ているこ ・どちらも小数を整数にして

討 と・同じことは何ですか 考えることが似ています。。

３

分

。適 ９ 本時の学習をふりかえる

用 ・ふりかえりを書きましょ

・ う。

発

展

５

分

１．２ ①わる数の小数点をうつして整数に直す。

６．５）７．８ ②わられる数の小数点もわる数の小数点を

６ ５ うつした数だけ右にうつす。

， ，１ ３ ０ ③整数と同じように計算し 商の小数点は

１ ３ ０ わられる数の右にうつした小数点にそろ

０ えてうつ。


